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物

ま

た

、
少

た
な
ど
と
い
う
欣
伶
を
川
に
流
し
、

¥
防
ノ

弘

、
M
Y

年
少
女
が
習
あ
る
い
は
髪
や
仏
具
を
洗
い
、
牛
馬

爪判
ど
、
日
J
字
の
上
達
を
の
水
浴
び
を
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

C
4

願
っ

て
、
イ

こ
こ
で
は
、
七
夕
は
盆
の
十
五
日

モ

の

葉

の

露

も

の(
中
元
)
の
先
祖
祭
り
に
先
だ
っ
物

で
墨
を
す
り
、
短

冊

に

字

を

書

い

て

い忌
み
の
日
で
、
身
を
清
め
て
先
祖
を

笹
竹
に
つ
る
す
こ
と
も
、
都
市
こ
ま

迎
え
ま
つ
る
準
備
の
日
と
み
る
こ
と

広
く
お
こ
な
わ
れ
た
。

が
で
き
る
。
と
文
献
に
見
え
る
。

し
か
れ
持
地
の
農
村
で
は
、

星

祭

県

内

で

は

孟

関

金

が

旧

暦

で

行

な

り
に
も
短
冊
竹
に
も
関
係
の
な
い
七

わ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
八
月

タ
祭
り
が
あ
目
。
七
夕
馬
と
か
迎
え
七
日
に
七
夕
祭
り
を
す
る
と
こ
ろ
も

馬
と
称
す
る
藁
馬
を
つ
く
り
、
ね
ぶ

b
A
d
J
1
L
V
 

レい

タた

ー
、ー

中代伝を牽1。ま
国にえは牛5 た
か乞きがさ白う は
ら巧5あん T そ
は莫Zりで kし の
いと 、会糊T 日
ついす合女E の

七
月
七
日

行
事
を
さ
す

こ
の
タ
に

星
と
が
銀
河

す
る
と
い
う

/
司
¥
で
に
奈
良
時

初
同級

う

星

祭

り

が

物
て
い
る
。

相
仰 びまや

4写真は二上山にある大伴家持井I11銅像

(高岡市観光課提供〕

aD脅調語E

歴史シリーズ⑦

越中の国守大伴家持
おおとものやかもち

奈良時代の歌集に万葉集がある。選者は大伴家持といわれ
る。天平16年 (746)28歳のとき越中の国府に赴任、在任期間

‘J、~・

し

、

想

い

知

豊

が

市

工

上

り

と

れ

を

で

も

り

と

都

海

二

あ

の

か

活

ん

と

ま

こ

業

臨

る

も

も

分

生

進

こ

あ

た

産

大

き

で

る

に

や

り

た

、い

新

一

で

族

さ

郡

景

な

い

は

て

岡

、

望

名

ま

四

風

か

て

活

し

高

み

眺

た

に

の

の

も

し

生

と

・
を

を

つ

。

国

波

時

業

り

の

物

山

港

浦

当

る

他

砺

。

当

農

た

民

食

富

聞

の

に

あ

が

、

た

、

み

し

庶

な

も

月

呉

護

で

物

水

い

し

も

進

を

し

要

江

4

条

守

人

風

射

て

し

し

ら

ら

が

飼

か

重

の

年

。

や

の

歌

や

、

れ

ら

さ

り

し

す

か

拓

鵜

し

を

呉

昨

る

野

居

表

河

負

か

に

な

り

け

ら

た

首

開

で

。

き

奈

、

い

平

皇

代

山

婦

お

初

夏

ら

が

ち

拍

子

立

3
の
川
た
っ
た
て
て
水

、
の
の
。

、に
μ
常
か
か
立
を
娘
に
作
野
、
い
し
れ
し
し
射

で
葉
中
る
川
木
を
山
神
に
川
ふ
瀬
表
平
り
て
，
あ
ま
と
と

、

将

万

越

い

新

伏

雪

ず

と

鵜

ほ

と

代

。

た

れ

、

よ

港

う

は

。

武

は

、

て

、

市

る

か

ご

出

に

る

の

る

つ

ら

く

に

新

ろ

像

る

。
々
人
に
れ
は
岡
け
あ
瀬
を
男
ゐ
と
こ
き
と
織
し
集
山
変
銅
い

た

代

旅

機

ま

中

高

お

も

き

の

な

き

だ

で

を

も

ら

葉

富

れ

の

て

っ

、
伴
を
よ
越
の
り
ど
早
川
伴
れ
つ
ん
が
魚
麻
た
。
万
一
、
ま
こ
れ

あ
は
大
任
く
の
在
降
れ
の
そ
十
く
し
詠
と
で
や
っ
る
の
幹
生
の
ら

で
氏
、
在
多
頃
現
に
見
川
ゃ
八
川
あ
を
こ
海
絹
か
え
そ
基
に
郷
て

年

伴

父

中

数

の

は

山

ひ

負

神

中

る

、

、

な

が

ま

の

帯

持

立

5
大

の

越

、

こ

府

立

め

婦

雄

越

す

が

れ

で

か

い

設

地

家

に

は

彼

て

国

像

た

ら

か

う

建

業

山

表
紙
題
字

吉
田

実

富
山
県
知
事

表
紙
・
大
伴
家
持

(
歴
史
シ
リ
ー
ズ
⑦
)

や
ま
び
こ

七

夕

八
グ
ラ
ビ
ア

V
特
集
・
両
陛
下
深
緑
の
越
路
に

天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お
送
り
し
て

富
山
県
知
事

植
樹
祭
を
機
会
に

県
土
を
緑
で
包
も
う
・・.

出
水
期
に
備
え
て

:
:
:
:
:
:
:
-
J
J
・-:・

:
:
:
j
i
-
-
-
U

宇
宙
時
代
を
築
く
日
本
万
国
博
・••••
•••
•••
••••••••••••

••
•••
••• 

・・・・・・・・日

八
グ
ラ
ビ
ア

V

頼
成
・
吉
峰
に

国
土
緑
化
の
願
い
を
こ
め
て

融
資
総
ま
く
り
②
農
業
水
産

・
農
地
林
務
関
係
:
:・

j
i
-
-
:
:凶

こ
の
人
を
訪
ね
て

全
国
植
樹
祭
で
表
彰
を
う
け
た

池
田
静
門
さ
ん
:
:
:
:
:
:
:
-
m

県
庁
の
機
構
紹
介
総
合
計
画
部
統
計
調
査
課

他
人
事
で
は
な
い

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
恐
ろ
し
さ
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
日

国
の
出
先
機
関
紹
介
富
山
地
方
法
務
局

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
ご
質
問
に
答
え
て
・:
:
:
:
:
:
-
j
i
--
:
:
-
m

曳
山
の
由
来
⑦
大
門
曳
山

七
月
の
交
通
事
故
相
談
所

知
ら
ん
ち
ゃ
で
は
す
ま
さ
れ
ま
せ
ん

農
薬
の
取
扱
い
は
厳
正
に
・

•••
••
•••••••••••

•••••••••

••••• 

・・・
・:・・・・・幻

奥
様
コ
ー
ナ
ー

梅
雨
ど
き
の
生
活
メ
モ

合
お

知

ら

せ

ム
児
童
扶
養
、
特
別
児
童
手
当
受
給
資
格
の
方
へ

ム
県
政
公
聴
会

ム
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

ム
水
の
犠
牲
者
を
な
く
し
よ
う

ム
警
察
官
採
用

ム
雨
の
日
の
交
通
安
全

ム
選
挙
人
名
簿
の
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

ム
日
本
脳
炎
を
防
ご
う

ム
ち
漢
に
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
な

ム
有
峰
青
少
年
の
家
開
所

富
山
県
の
文
化
財
⑦
縄
が
池
「
み
ず
ば
し
よ
う
」
群
生
地
:
:
:
μ

連
載
越
中
史
夜
話

(
第
三
回
)

一
向
一
授

(
そ
の
二
)
:
:
:
:
・
泌

最
近
の
県
政
か
ら

。
富
山

・
高
岡
バ
イ
パ
ス
庄
川
左
岸
で
起
工
式

。
立
山
道
路
・
第
三
号
ト
ン
ネ
ル
貫
通

。
新
港
背
後
地
へ
ア
ル
ミ
産
業
相
次
い
で
進
出

じくも
Eコ
τ7 7月6、

吉
田
実
------m

富
山
国
体
以
来

十
一
年
ぶ
り

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
に
は
砺
波
市
頼

成
で
行
な
わ
れ
た
「
第
二
十
回
全
国
植

樹
祭
」
に
ご
出
席
の
た
め
、
五
月
二
十

四
日
午
後
三
時
五
十
四
分
、
国
鉄
泊
駅

に
特
別
列
車
で
お
着
き
に
な
り
ま
し

--。
手
l
H

両
陛
下
が
お
そ
ろ
い
で
お
い
で
に
な

っ
た
の
は
、
三
十
三
年
の
富
山
国
体
以

- 3-

来
十
一
年
ぶ
り
の
こ
と
。
元
気
な
お
姿

で
に
こ
や
か
に
県
民
の
歓
迎
に
こ
た
え

ら
れ
、
二
十
九
日
ま
で
六
日
間
に
わ
た

っ
て
富
山
県
の
発
展
ぶ
り
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
し
た
。

特
に
生
物
学
者
と
し
て
の
天
皇
陛
下

は
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
立
山
に
お
い

で
に
な
り
、
熱
心
に
亜
高
山
植
物
を
ご

観
察
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
下
問
さ
れ

ま
し
た
。

(
写
真
は
、
亜
高
山
植
物
を
熱
心
に
ご
観
察

さ
れ
る
両
陛
下
。
立
山
大
観
台
で
)



五
月
二
十
四
日

五
月
二
十
五
日

V近代織機のウォーター ・ジェットルームの説明を熱心におききに
なる両陛下

(細川機業音杉工場で)

.六神丸の製造工程をご覧になる両陛下

(広貫堂で)

Vひと目、両陛下をと、日の丸で埋まった沿道

(井波町で〉



‘F

お

N

な
両
陛
下
(
国
鉄
富
山
駅
で
)

4

司
「
富
山
県
の
産
業
と
文
化
展
」
で
伝
統
工
芸
品
を
興
味
深
く
ご
覧
に
な
る
両
陛

下
(
富
山
県
民
会
館
で
〉

Vご料車のご通過を田ん圃の中から奉迎する人々(福野町で〉

Aご料車で国鉄高岡駅にお着きになりお泊り所へ向かわれる両陛下

Vソ連船の入港している富山新港で吉田知事から概要をおききになる両陛下

f 僻

五
月
二
十
七
日



企農業後継者の実習風景や、牛の放牧をご覧になる両陛下。右は牛のピロプラズ

マ病を媒介するフタトゲチマダニを顕徴鏡でご覧になる両陛下(大山町県立中

央農業高校で)

企セーナー苑生の「結び織り 」をご覧になる両陛下(大沢

野町精神薄弱者更生施設セーナー苑で〉

砂天皇陛下が昭和22年にお手植えになったスギの前で特別

列車を奉迎する人々(細入村笹津で〉

企キタゴヨウ松の大木をご覧になる両陛下。 生物学者と

して天皇らしく、次々と御下門された。後方は日本一の

威容を誇る称名滝(立山・大観台で〉

砂雨の中お手播き会場へお着きになった両陛下。

ご先導は小林副知事〈立山町県林業試験場で〉

砂林業資料展を熱心にご覧になる両陛下

林務部長(県林業試験場で〉

必.. 

，、石 及品九基



3問 うさい と 皇 ろな日おに の生に十か
三 催 ベいてい陛かでさ程過も両諸活 、四ら天
主さきま 、う下えあまをごか陛設や県年本皇

い主主護ぞ ;:Z22受主 22奇襲 2語U / 市 園民 天
百 に。は召 、ますもらさらはし 、地行で后 {週障壁芝通園田1，¥ 由
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地 回祥お細緑二え 、本う忙ま会 hるえ互 陛
ミか植 地 手入で年 な県県るなし福 L - It 
ミら樹と植村包秋い民でわごた祉且乙昭十 下
ミ参祭もくにも 、 とののし日 。な 民と和四
ミ集がいだおう天こみごく程どのも四日 を
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父みりそ賜こ遂に覧 山 ま徐ま励吏深杉 慰たご 、県き試を余 Jニiずまうわとげ比い新し行十ま生い老 問だ巡感民い験お名 口 ℃ 
ミ ばす努りにてベた港たさだし施い人 、き幸激にた場植の

し 。力 、喜い「だな。れ と設たホ 感 、ののとだにト
よ す私びる諸きど る善いセわ| 激し際きっきおく々 田
う るはにの施 、産 なドた l りム のばにわててまいだと

ミの 決県たを設昭業 J並わナので おしはみこしてさと
群 意民え見が和 、 、ふり|おは こば 、でのたタいも

ミ 生 をみな聞一三文 頭老の苑こ老 とあ終あうこテまに
ミし 新ないす段十化 の人おでと人 ばり始りえとヤし
v て たさ」ると三 、 下のこはばの をがごまもはマ Tこお
ミ 、 にまとこ充年教 が前と 、を方 賜た熱すな 、ス u そiる しといと実の育 るでば職 、々 わい心。いわギさろ

交じた建豊尽展:そじ心位 たた想励たた ヰ究な だるをれご物た縄
まし設かしのう 、をと私 。だをま つ り両悠態く終きだおら覧 、立が
すたにな 、十巴今 とは おして 、陛第度ご始まけ持本くラ 山 池
。い遁郷明巧勢後肝も阻 きょの暖林下宅に観細し害ち県だイへや

ミ と進土る力のいにに民 ませごか業にあは察かたわにのさチお J
存いのいを発つ銘御各 しい感いのはり 、さい。なな自いヨい県

振 、ま説れ点 いり然まウで民
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i 去 常の逃 の美こ両カ称か

ま 一一一一----- ザ 一一一一一 り にごし ごやの陛の 名 ら
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力みて 上わ
にな 、終げた上私

昭 対さ真りるらげは
和 しま心に姿せま 、
四 、なを 、 らすこ
十 深らもこでれ と こ
四 くびっのあんとに
年 感にてたりこも両
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x 特別列車の車窓から、奉迎者にやさしくおこたえになる両陛下 ご県ま 申勝礼

みんなの県政

つ

全国植樹祭で12.000人の参列者も 1本1本心をこめて大地にしっかりと植えた。
これを機会に・

を
礎
に
、
築
き
上
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る

と
い
っ
て
も
、
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ

〉
勺
ノ
。

県土を緑で包も

緑
の
全
く
な
い
砂

漠
や
氷
山
に
は
、
そ

れ
自
休
の
歴
史
は
あ

っ
て
も
、
人
類
の
歴

史
は
あ
り
ま
せ
ん

ね。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

文
化
が
繁
栄
し
た
の

は
、
あ
の
広
大
な
砂

漠
が
あ
っ
た
た
め
で

は
な
く
、
ナ
イ
ル
の

流
れ
に
沿
っ
た
緑
地

帯
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す

し
、
ド
イ

ツ
に
は
昔

か
ら
「
文
明
は
暗
黒

な
る
森
林
よ
り
生
ま
れ
る
‘
」
と
い
う
諺
が
あ
る

よ
う
に
、
森
林
が
生
み
出
す
可
能
性
は
無
限
と

い
え
ま
す
。

先
進
国
、
文
化
国
家
と
い
わ
れ
る
国
々
の
す

べ
て
が
、
素
晴
ら
し
く
調
和
の
と
れ
た
緑
に
被

わ
れ
て
い
る
事
実
を
み
る
と
き
、
我
々
の
周
辺

が
い
か
に
も
淋
し
く
感
じ
ら
れ
、
本
当
に
残
念

に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
。

文
明
は
森
林
か
ら

みんなの県政

私
達
の
生
活
か
ら
、
緑
を
除
外
し
て
考
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん。

人
類
の
歴
史
は
、
緑
の
中
に
生
ま
れ
、
緑
の

中
に
作
ら
れ
、
緑
と
と
も
に
そ
の
ベ

l
ジ
を
ま

し
て
き
た
か
ら
で
す
。

保
健
、
衛
生
、
風
致
を
は
じ
め
、
国
土
の
保

全
に
、
水
資
源
の
か
ん
養
に
、
豊
か
な
緑
は
人

間
社
会
に
潤
い
と
楽
し
さ
を
与
え
て
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
文
化
も
経
済
も
す
べ
て
緑
の
大
地

戦
後
の
荒
廃
の
中
に
、
い
ち
早
く
芽
生
え
た

国
土
緑
化
の
意
味
あ
る
も
の

国
土
緑
化
運
動
も
、
今
年
は
二
十
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

言
語
に
絶
す
る
困
窮
と、

空
白
の
中
に
あ
り

な
が
ら
、
我
々
が
真
先
に
求
め
た
も
の
は
緑
で

あ
り
、
美
し
い
自
然
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

一
度
破
壊
さ
れ
た
自
然
は
、
そ
う
た
や
す
く

復
旧
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

道
な
、
長
い
苦
労
の
道
程
の
末
に
、
や
っ
と
緑

化
思
想
の
曙
光
が
み
え
始
め
た
と
い
え
ま
し
ょ

〉

h
ノ
。

台
風
が
あ

っ
て
も
、
水
害
と
い
う
言
葉
を
川聞

か
な
く
な
っ
た
の
は
、
国
土
緑
化
の
旗
の
下
に

堂
々
と
し
て
歩
み
続
け
て
き
た
緑
の
造
成
事
業

が
、
漸
く
そ
の
効
果
を
発
揮
し
出
し
た
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

緑
の
あ
る
生
活
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

す。
山
の
緑
が
、
街
の
い
慨
が
我
々
の
生
活
を
支

え
、
国
を
守
り
、
社
会
の
繁
栄
に
つ
な
が
る
こ

と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
所
有
者
の
方
々
へ

ご
承
知
の
よ
う
に
林
業
は
、
約
半
世
紀
を
要

す
る
長
期
生
産
業
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
い
ま
植
え
た
ス
ギ
の
木
は
決

し
て
今
世
紀
内
に
は
伐
採
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
を
、
決
定
づ
け
て
い
ま
す
。

人
類
は
、
今
や
月
世
界
に
降
り
立
と
う
と
し

て
い
る
時
代
で
す
。

宇
宙
開
発
を
中
心
に
、
科
学
技
術
の
進
歩
が

目
覚
し
い
現
在
、
半
世
紀
を
費
や
す
生
産
業
に

果
し
て
確
固
た
る
見
通
し
が
あ
る
の
だ
ろ
う

カ
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森
林
所
有
者
の
方
々
が
造
林
を
行
な
う
上
に

お
い
て
、
言
い
知
れ
な
い
不
安
を
覚
え
る
の

は
、
こ
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
森
林
の
現
況
は
誠
に
貧
弱
で
、
こ

の
ま
ま
造
林
を
す
す
め
て
い
っ
て
も
、
昭
和
九

十
年
に
お
け
る
本
県
の
木
材
自
給
率
は
、
二
十

七
パ
ー
セ
ン
ト
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。

外
材
に
つ
い
て
も
、
伐
採
地
の
奥
地
移
行
に

伴
う
単
価
の
高
騰
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
木
材

需
要
の
一
層
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
と
き
だ
け

に
、
造
林
に
対
す
る
不
安
は
全
く
な
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

労
力
や
資
金
の
な
い
方
は
、
森
林
開
発
公
団

や
造
林
公
社
を
利
用
し
た
分
収
造
林
を
、
そ
の

他
の
方
は
、
森
林
組
合
へ
の
委
託
造
林
や
、
伺

人
造
林
を
、
安
心
し
て
お
す
す
め
下
さ
い
。
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あ
な
た
の
お
庭
に
緑
と
鳥
を

森
林
を
持
た
な
く
と
も
、
庭
が
あ

っ
た
ら
庭

の
緑
化
を
お
す
す
め
下
さ
い
。

朝
な
夕
な
に
小
鳥
と
憩
え
る
緑
が
あ

っ
た

ら
、
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
の
実
の
あ
る
庭
は
、
小
鳥
の
天
国
で
す
。

ア
オ
キ
、

マ
サ
キ
、

ナ
ン
テ
ン
、

ガ
マ
ズ

ミ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ
ツ
デ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

等
、
好
み
の
木
を
選
択
し
て
、
我
が
家
の
庭
を

楽
園
に
仕
立
て
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ウ
ィ
ー
ン
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト、

ミ
ュ
ン
ヘ

ン
等
の
都
市
は
、
町
の
中
に
森
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
森
の
中
に
町
が
あ
る
と
さ
え
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
町
を
、
我
々
は

我
々
の
手
で
造
っ
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
(
林
政
課
)



頼成・吉峰に

国土緑化の願いをこめて
第20回全国植樹祭は， 5月26日雨上りの砺波市頼成で，天皇 ・皇后両陛下をお迎えし

て盛大に行なわれました。

会場に， 1万 2千人の参列者がお迎えする中，天皇・皇后両陛下は緑の国土にとの

願いをこめて，立山杉 ・ボカ杉 ・増山杉の首をそれぞれ 1本ずつ大地にしっかりとお手

他えになり，植樹の範をお示しになりました。

また， 5月28日には，立山町吉峰の県林業試験場て¥立山杉の種子をていねいにお手

f番きになりました。




